
このような背景を踏まえて、I～III度の3段階に分類する熱中症の新分類が提案され、2015年には「熱中症診療
ガイドライン」が日本救急医学会から作成されるに至りました。「熱中症」の新分類では、意識障害の有無な
どをもとに、「現場で対応可能」「受診が必要」「入院が必要」の3段階に単純化されるようになりました。

熱中症（ heat illness）：暑熱環境における身体適応の障害によって発生する状態を
総称して熱中症という。気温・湿度の高い環境によって引
き起こされる体調不良をいう。

日射病（ sun stroke） ：「熱中症」の中でも、強い直射日光が原因の場合

熱射病（heat stroke) ：「熱中症」の最重症型をいう。

『熱中症』について

対処法
・涼しい場所に寝かせ、衣服を緩め体温が下がるのを待つ
・冷たい部屋に移動
・額・首・脇の下・腿の付け根を水で濡らしたタオル等で冷やす

体温が下がらず、意識が薄れて
きた時が要注意
特に体温が40℃を超えたとき、
痙攣したとき

人によって症状は異なるが、
左表のごとく
Ⅰ～Ⅲの順に症状は重くなる。

【脱水症状】
体内の含水量が下がり、水分と塩分
のバランスが壊れた状態

症状

心拍数

呼吸数

皮膚温度

SNS
（交感神経）

睡眠の質の悪さが大きな原因

熱・SNS、冷・PSNS

これを繰り返すと自律神経の洞節機能が弱まる

交感神経が強まる

上昇

上昇

上昇

『BITでの表われ方』

発汗による
不安定化

振幅の拡大
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